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1調 査の経過

隠岐空港整備事業に係る埋蔵文化財の調査については、平成 7・ 8年度に島根県教育委員会、隠岐島後教

育委員会により、周辺事業地を含め分布調査を実施 しました。

分布調査の結果、かなりの範囲で土器片・黒曜石片の散布を見ることができ、試掘調査を実施 しました。

その結果、当今津漁港整備予定地内においても遺跡の所在 (森遺跡)が確認され、発掘調査を実施すること

になりました。この森遺跡の東側約半分は、隠岐空港整備事業に係る家屋移転先、道路建設の予定地であり

平成11年度に調査を行いました。そして、今回今津漁港予定地の本発掘調査を実施 したものです。

調査は、平成14年 9月 から始め、平成15年 8月 まで 1年間をかけて行いました。

本書においては、当森遺跡の11年度調査地を I区、14・ 15年度調査地をⅡ区とし、以下に概要を報告する

こととします。
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第 1図 森遺跡位置図
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2位置 と環境

森遺跡は、隠岐諸島の中の島後と呼ばれる島にあり、島根県隠岐郡西郷町大字今津に所在 します。

隠岐諸島は、島根半島の北方沖合50～80kmに散在する4つの住民島と、大小 180余の無人島からなってい

ます。 4つの住民島は大別 して島前、島後と呼ばれ、南西部に位置する島前は西ノ島、知夫里島、中ノ島の

3島の総称です。島後というのは島後一島の呼称で西郷町、布施村、五箇村、都万村の 1町 3村で構成され

ています。島後は、群島中最大の面積 (243厨)を もち、ほぼ円形に近い形をしていますが、島の南東部、北

西部にそれぞれ西郷湾、重栖湾が切り込みをつくっており、天然の良港となっています。

島の地勢をみると、最高峰大満寺山(608m)を 中心とする山地は起伏がはげしく、それらが海岸まで続き

断崖絶壁の海岸線を作っています。その中で、北西部の五箇村、北部の西郷町中村、南部の西郷町平、南西

部の都万村にはまとまった平地があります。中でも西郷湾に流れ込む隠岐最長の八尾川の形成 した八尾平野

(西郷町平)は、隠岐最大の穀倉地帯といえます。島後の遺跡はこれら平野を取り巻くように集中しており

中でも、西郷湾周辺は密集地といえます。

森遺跡の所在する今津地区は、この西郷湾の南側の谷筋を通ったところに位置し、海岸近 くの標高約10～

20mの緩やかな斜面上に広がっています。縄文時代～近代にかけての遺物が出上しました。

周辺の遺跡についてみると、隣接する東船遺跡では旧石器時代の遺物 (黒曜石の細石刃核)が出上 してお

り、さらに縄文・弥生から近世にかけての遺物も出上 しています。

他の縄文時代の遺跡は、ほとんどが西郷湾内沿岸部に所在 しています。前期を中心とする遺跡として宮尾

遺跡 (西郷町東郷)が、西郷湾の東湾ともいうべき奥の小半島部に位置しています。時代が下るにつれて西

方への移動が見られ、前期末から後期にかけての下西海岸遺跡 (西郷町下西)、 後期を中ザ心とするくだりま

遺跡 (西郷町下西)などがあります。宮尾遺跡では条痕文土器や爪形文土器が見つかっていますが、この条

痕文土器は本土山陰側の佐太講武式に比定されるように、他の遺跡の縄文土器も、器形 。文様等本土狽1と良

く似た歩みが見られます。

弥生時代の遺跡としては、前期～中期の上器が月無遺跡 (西郷町八田)で八尾川改修工事中に見つかって

います。そこから下流の小高い丘陵上の大城遺跡では、スタンプ文土器が見つかっており、さらに後期の四

隅突出型墳丘墓も築かれています。

古墳時代に入ると、前期の古墳はまだ見つかっていませんが、中期から後期にかけての古墳が八尾平野の

西側と南側の丘陵地帯に集中しています。早い時期の古墳としては斉京谷古墳群 (西郷町下西)があります。

5世紀代の円墳で径約25m、 鉄直刀・鉄鏃等が出上 しています。 6世紀に入ると、小円墳が多数築かれるよ

うになり、また前方後円墳も造られるようになってきます。島後最大の前方後円墳としては、八尾平野の西

側に平神社古墳 (西郷町平)があります。全長47m、 後円部径約28m、 高さ5mの墳丘をもち、くびれ部に

は横穴式石室が開口しています。 7世紀代には横穴式古墳も多数造られるようになります。

奈良朝以降についても、八尾平野に条里制も確認されており、八尾平野の北狽1丘陵には国分寺 。国分尼寺

跡、南側の台地には国府が所在 し政治の中心地といえます。中近世については、あまり研究が進んでおらず、

今後の課題といえます。
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第 2図 森遺跡周辺 の遺跡分布図

1,船ケ谷古墳 2.向 田古墳群 3.隠岐回分寺 4.野中西遺跡 5.隠岐国分尼寺跡 6.野中東遺跡 7.尼寺原追跡 8.大光寺跡

9.官田城跡 10.水産高校西側横穴 11,小田古墳 12.飯田小学校裏古墳 13.本先古墳 14.平神社古墳 15.平西古墳 16.平東古墳群

17.子安神社古墳 18.中山古墳群 19.中山遺跡 20.八尾川流域条呈制遺跡 21.月 無遺跡 22.名田古墳群 23.神米古墳群

24.小田西光寺古墳 25.神米遺跡 26.官尾遺跡 27.官尾古墳群 28.津丼古墳群 29.津丼海岸遺跡 30.ヒ ノメサン古墳群

31.下西御崎神社古墳群 32.椿古墳 33.権得寺跡 34.玉若酢命神社古墳群 35.神 Rt古墳群 36.工者酢命神社境内古墳群

37.億岐氏宅裏山古墳 38.官 ノ前古墳 39ハサコ古墳群 40.斉京谷南古墳群 41斉京谷古墳群 42,田井古墳 43.能木原古墳群

44.能木原遺跡 45.甲 ノ原遺跡 46大将軍置跡 47.甲 ノ原古墳群 48.白髪古墳群 49.下西海岸遺跡 50.国府尾城跡 51.要木遺跡

52.西郷小学校古墳群 53.大川神社古墳 54.登具 トンネル遺跡 55.ヘギ古墳 56.ヘギ遺跡 57.清久寺裏遺跡 58.半崎横穴

59.西郷公園古墳 60.磯中学校脇古墳 61.大座古墳群 62.く だりま追跡 63.高井古墳 64.飯 ノ山横穴群 65.奥田遺跡 66.東船遺跡

67.国司塚古墳 68.御崎谷 I遁跡 69.大床遺跡 70.御崎谷‖遺跡 71.大城遺跡
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3調 査 の概要

前述のように、 I区・Ⅱ区に分けて調査を実施 しました。緩斜面であり、表土そのものは一部を除いては

浅いもので した。また、近代の開墾等により地形が掘削を受け、遺構の遺存状態は必ずしも良い状態とは言

えませんでした。

第 3図 調査区配置図
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第 4図  1区調査区実測図
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4遺 構 と遺 物

[1区 ]

I遺 構

地表下10～20cll位の比較的浅い位置で、遺構が

検出されました。数多くの柱穴が見つかりました。

特に、調査地東側では非常に多くの柱穴が検出さ

れましたが、掘立柱建物跡と想定できるのは、中

央部で検出されたものとあわせて 2棟でした。

その他に、土墳、柵ア1な ども検出されました。

SB01

2間 ×4間の掘立柱建物跡です。埋土はかなり

軟質で、柱堀方径は10～30cm、 残存深さも15cm程

度です。柱間距離は 120～ 200cmで不揃いであり

雑な造りという感 じを受けます。伴出遺物から江

戸時代中後期のものと思われます。検出状況や他

の追構の状況から判断すると、住居跡とは考えに

くい建物跡です。

SB02

SB01と 同様な 2間 ×3間の掘立柱建物跡で

す。柱間距離は 180～ 200cmで 、規則的な配置と

なっています。年代、性格等 SB01と ほぼ同じ

と考えられます。

SK01・ 02・ 03・ 04・ 05

径約 150clll程 の上媛が 5ケ所で見つかりました。

埋土は、黒色の非常に粘性の強い軟質上です。江

戸時代後期以降と思われる陶磁器片が出上 しまし

た。SK01で は、桶が埋め込まれていたようで木片が多数検出

されました。畑工作用の水溜めとして使用されたと考えられます。

SA01・ 02

ピット列が 2条検出されました。ピットそのものは小さいもの

で、柵列として取り上げましたが、前述の掘立柱建物跡との関係

は特に見られません。元の水田、畑に端の位置に並んでおり、稲

ハデ、または穀物等の乾燥の構築物と思われます。

第 5図  SB01実 測図

第 6図 SB02実 測図

単 罰

第 7図  SK01実 測図
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I遺 物

土器

古墳時代から近代にかけての遺物が出上 しました。陶磁器は調査区全体で検出され量的にもかなりの量に

なります。土師器、須恵器は量的には少なく、調査区の西端で検出されました。

上師器は、完形品はなくいずれも小片で、僅かに形の分かるものとしては、壺の口縁部位で、古墳時代の

ものと思われます。須恵器は、少量で蓋雰・甕の珂ヽ片が出上しています。土師器と同時期のものと考えられ

ます。

陶磁器は、多量に出上 しましたが近代のものばかりでした。この調査区が、以前に田畑であったことから

当時の人が残 していったものと思われます。

石器

黒曜石片が多量に出上 しました。そのうち製品となるものは、石鏃が 4点、石槍が 1点です。石鏃は、欠

損はあるものの全て無茎石鏃で、凹基式のものです。 1・ 3は、脚端部が尖らず基部のえぐりは楕円形のも

のです。 2は、両端縁から先端にかけて直線的に尖っており、 4は、脚部が端部に向けて広がっています。

5は、黒曜石で石槍と思われますが、両端が欠損 しており全体の大きさは不明です。造りは丁寧で、両面

に細かい加工が加えてあります。
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第 8図  1区出土石器実測図
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第 9図  ‖区調査区実測図
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[‖ 区 ]

I遺 構

調査地は、東から西にかけて緩斜面に

なっており、数条の小尾根で構成されて

いたものと思われます。それが近世の開

墾により教段の田畑に加工され、遺構の

残存状態は良いとは言えませんでした。

そうした中で、掘立柱建物跡 1棟 (S

B03)、 竪穴住居址 1棟 (S101)、

土墳 2(SK06、 SK07)、 溝状遺

構 1条 (SD01)が 検出されました。

調査区北側では、小ピット群の検出が

ありましたが、建物跡と想定できるもの

はありませんでした。

SB03

1間以上×2間以

上の建物跡と考えら

れます。】ヒ西側が肖可

平されており、 1間

X2間分しか検出さ

れませんでした。総

柱の建物跡の可能性

もあります。

柱穴埋土はかなり

しっかりしたもので

す。柱穴からの伴出

遺物はありませんで

したが、周辺からは

古墳時代後期のもの

と思われる須恵器片・

土師器片が出上 しま

した。
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第11図  S101実 測図
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S101

ピットは検出できませんで したが、遺構全体の検出状況か ら住居址

として取扱 うことにしました。

残存状態 も非常に悪 く、伴出遺物 もなく年代的には不明です。

SK06

S101に隣接して検出されましたと東西 0,9m、 南北は 2.5mで

残存深さは 0。 lmの大きさです。北側で須恵器の提瓶、長顎壺の頸部、

敵、土師器小型壼が出上しました。完形のまま埋められたものと推測

され、土壊墓とも考えられます。

SK07

土師器片は出上 しましたが、性格は不明です。

SD01

ほぼ南北にはしる浅い溝条遺構です。須恵器片、土師器片、傘大の

礫が出上 しました。

?     .     Im

第12図 SK06実 測図

土器

I区 と同様に、陶磁器片は全体的に出上 しました。遺構に伴うものとしては、SD01、 SK06、 北側

南側の谷状遺構から土師器・須恵器が出上 しました。

北側谷状遺構からは須恵器蓋堺片 (第 13図 1)、 須恵器高郭 (第 13図 2)、 土師器片 (第 13図 3・

4・ 5・ 6・ 7)、 土師器高郭底部 (第 13図 8)が出上 しました。須恵器高郭は、日縁部が少 し破損 して

いる程度で、ほぼ完形に近い状態で出上 しました。脚部はかなり高く、三方に透かしが入っています。土師

器の国縁部は、破片から推定復原するとかなり大型の壼と思われます。

SD01か らは、須恵器長頸壺 (第 13図 9)、 土師質上器底部 (第 13図 10)が出上 しました。土師

質土器底部は回転糸切り痕が見られました。

南側谷状遺構からは、流れ込みによるものと思われる土師器片、須恵器片が出上 しました。須恵器蓋郭は

つまみは不明ですが、厚みから判断すると古墳時代後期に入るものと思われます。

SK01か らは須恵器欧 (第 13図 15)、 須恵器提瓶 (第 13図 16)、 土師器壷 (第 13図 17)が

出上 しました。前述のように副葬品とも考えられます。
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1

11

12

11～ 14 南側谷状遺構出土

15～ 17 SK06出 土

1～ 8 封ヒ側谷状遺構出土

9・ 10 SD01出土

第13図 ‖区出土土器実測図
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石器観察表

No 品 名 材 料 出土地 特 徴

1 石 鏃 黒曜石 北側谷状遺構 剥片に少 し手を加えただけのもの 未製品 ?

石 鏃 非常に薄い 加工量も少なも

石 鏃 先端部、基部共に破損はしているが、丁寧なつくり

4 石 鏃 精密に加工されている

石 鏃 先端都だけでなく、基部 も鋭利に加工 してある

ポイン ト 非常に丁寧に細かく加工されている

7 石 鏃 中央西側緩斜面 他のものより大 きく、加工 も精撤になされている

ポイン ト 表は細かい加工が施されているが、裏はあまり加工されていなし

石 鏃 南側谷状遺構 雑なつ くりといえる

10 石 鏃 小さいものであるが、加工は丁寧である

1 石 鏃 丁寧に加工されている

石 鏃 非常に薄 く、制片に少 しだけ加工がされている

石 鏃 大 きい方ではあるが、加工 は雑な感 じを受ける

石 鏃 表面は加工されているが、裏をみると未製品とも思われる

5 石鏃  ? 加工はされてはいるが石鏃になるかどうか不明

石 鏃 加工途中と思われる もしくは失敗作 ?

7 石 鏃 かな り厚みがある

石 鏃 小さいものであるが、加工 は丁寧である

石 鏃 表に較べると裏は雑な加工である

石 鏃 黒曜石 としては質が悪い

石 匙 サ ヌ カイ ト 端部が丁寧に加工されている 隠岐島後ではサヌカイ トはめずらしい
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第14図 ‖区出土石器実測図 (その 1)
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第15図  ‖区出土石器実測図 (その 2)
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4お わ りに

森遺跡においては、旧石器時代から近世にかけての幅広い年代での遺構・遺物が検出されました。こ区に

おいては、掘立柱建物跡、土娯 (上壊墓)など古墳時代が主流となっています。さらに、製品、完形品は少

ないものの黒曜石、上師器の出土量は相1当のものがありますも今回は特に、古墳時代の遺物が検出された層

から黒曜石製の石鏃の1出土も見られ、地形的に流れ込みも考えられますが、古墳時代に入ぢても黒曜石製の

石鏃が使われていたとぃぅ可能性も否定できないところです。

黒曜石について言えば、隠岐は中国地方では1唯―の産出地であり、多量の出土は不思議ではありませんが、

島内産地間の流通については、まだ不明の点が多く、貴重な資料となりえます。また、隣接する東船遺跡の

調査成果と併せて検討することにより、当西郷町今津地区(さ らに隠岐の歴史のさらなる解明に役立つもの

といえます|。

《参考文献》

藤田―枝「隠岐島先史時代の遺跡について」  『隠岐郷土研究』第2号所収 H召和32年

田中豊治 f隠岐島の歴史地理学的研究』 昭和54年

島根県教育委員会『御崎谷遺跡・大床遣跡』 2001年

島根県教育委員会『東船遺跡 I』  2002年

隠岐島後教育委員会『東船遺跡I』 平成 14年
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H区

SK06遺 物検出

SK06遺 物出土状況

SK06(南 東から)



H区

北側谷状遺構造物出土状況
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